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2025年度 都城キャンパス 研究科園芸学専攻

資源植物生産学特別演習Ⅰ 演習

631202 2単位 2 ○

廣瀬　大介

本特別演習は，受講生各自が各テーマに沿った論文や文献などを紹介して、このことから、より深く資源植物の意義や必要性に
ついて学んでいくことを目的に行う。

資源植物生産学特論Ⅰ，Ⅱを受講しておくこと。また、資源植物生産学特別実験を受講していること。

毎回、アクティブラーニング型授業を実施する。本授業は、受講生が各テーマに沿って発表し，その内容について全員で討論す
る方式で行う。

第1回　資源植物の意義　１　社会的意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
社会的意義について深く学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第2回　資源植物の意義　２　経済的意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
経済的意義について深く学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第3回　資源植物の意義　３　生物資源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生物資源としての意義について深く学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第4回　資源植物の意義　４　　循環型社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
循環型社会における資源植物の意義について深く学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第5回　資源植物の必要性　１　食材（主食）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の食材（主食）としての必要性について深く学ぶ。
第6回　資源植物の必要性　2　食材（副食）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の食材（副食）としての必要性について深く学ぶ。
第7回　資源植物の必要性　3　嗜好品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の嗜好品としての必要性について深く学ぶ。
第8回　資源植物の必要性　4　飼料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の飼料としての必要性について深く学ぶ。
第9回　資源植物の必要性　5　工業原料（アルコール原料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の工業原料（アルコール原料）としての必要性について深く学ぶ。
第10回　資源植物の必要性　6　工業原料（アルコール原料以外）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の工業原料（アルコール原料以外）としての必要性について深く学ぶ。
第11回　資源植物の必要性　7　医薬品（予防薬）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の医薬品（予防薬）としての必要性について深く学ぶ。
第12回　資源植物の必要性　8　医薬品（治療薬）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の医薬品（治療薬）としての必要性について深く学ぶ。
第13回　資源植物の必要性　9　環境浄化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の環境浄化としての必要性について深く学ぶ。
第14回　資源植物の必要性　10　土壌保全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資源植物の土壌保全としての必要性について深く学ぶ。
第15回　資源植物の必要性　11　緑肥　　
資源植物の緑肥としての必要性について深く学ぶ。　　　　　　　　　

資源植物の意義と必要性を理解することを目標としている【知識・理解の育成】【汎用的技能の育成】【人間力の育成】。

1.知識・技能と教養-(1)食・緑」の専門分野における高度な知識・技能

プレゼンテーションの基本を勉強する（約1時間）。　　　　　

指摘事項の対応を考える（約1時間）。

プレゼンテーションの内容について講評します。

受講態度（50点）、プレゼンテーション内容（50点）

毎回、発表者が準備する。

資源植物学-研究方法への手引き
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